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    Ⅰ   寄    稿 

  『基礎自治体の災害業務と支援』 

    （一社）兵庫県建設業協会 

   専務理事 山田 聖一（当会監事） 

 

 

日本列島を襲う豪雨は、毎年その勢いを増して

います。 

今年も九州南部で 7 月 3 日夜から 4 日朝にかけ

て記録的な大雨となりました。加えて、8 日には九

州各県に加えて岐阜、長野両県にもその被害は広

がり、9 日、気象庁は「令和 2 年 7 月豪雨」とそ

の名称を定めました。 

近畿地方整備局の出動要請に応え、当協会会員

企業からも排水ポンプ車、照明車などの操作に緊

急出動しています。災害の最前線で活動するのが

地域建設業の使命でもあります。 

私は、県職員時代に中越地震(2004)、中越沖地震

(2007)、兵庫県西･北部豪雨災害(2009)、東日本大

震災(2011)、熊本地震(2016)の被災自治体支援に

関わりました。 

災害時、新聞･ＴＶ等では被災された方々や被災

施設の状況を中心に報道され、被災自治体の災害

対応については、災害対策会議や避難所運営など

が少し触れられる程度です。ここでは、被災自治

体に発生する災害業務と自治体同士の支援につい

て紹介させていただきます。 

 

[被災自治体の災害業務] 

被災自治体が処理しなければならない災害業務

は、多岐にわたります。 

 
 

 むろん、災害に関わりのない通常業務もこなさ

なければなりません。 

 大変なのは、自治体の規模の大小にかかわらず、

処理しなければならない災害業務が同じだけある

ということです。もう、5 年前になりましたが、熊

本地震での状況をみてみましょう。 

  
  

 人口 74 万人の熊本市では、対応しなければなら

ないピーク時の避難者数が 108 千人、罹災証明は

92 千件余を処理しなければなりませんでした。 

 同様に人口 3.3 万人の益城町では、ピーク時避

難者数 16 千人、罹災証明の申請は 11 千件余でし

た。やはり人口の多い熊本市での災害業務のボリ

ュームが大きく映ります。 

 ここで職員数に着目してみます。指定都市であ

る熊本市は 3,559 人、益城町は 165 人です。単純

比較ですが、職員 1 人あたりでは、熊本市では罹

災証明 26 件、避難者 30 人に対し、益城町では罹

災証明 70 件、避難者 97 人という数値になります。 

 私が被災地に入った 2016 年 5 月 24 日では、熊

本市の避難者は 2.5 千人、益城町は 2.9 千人と大

きくは違いませんが、これを職員 1 人あたりでみ

ると熊本市 1 人、益城町 18 人と大きな差となり

ます。 

 
益城町の罹災証明交付会場 
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 加えて、大組織を抱える指定都市と小規模組織

の町では、災害事務に振り向けられる人的リソー

スに大きな差があっても、処理しなければならな

い災害業務の中身は同じなのです。 

 

[全国自治体からの応援] 

 
熊本県庁内の応援府県市本部 

 

 このため、これまでも被災自治体の行政機能を

支えるため、被災地周辺に加えて、姉妹提携を結

ぶ自治体、全国知事会や関西広域連合などが応援

職員を派遣してきました。 

 関西広域連合が東日本大震災の被災自治体支援

で行った、カウンターパートを決めた支援方法は、

その後の災害支援においても活用されています。 

 

 
関西広域連合 益城町支援チームの構成 

  

 
支援機関の情報共有 

 

 関西広域連合の構成府県が役割を分担する支援

は、熊本地震支援でも有効に機能しました。 

また、益城町では、関西広域連合チームが主体

となって、支援に入った各機関が町を含め毎朝情

報が交換できる場をもちました。効果的･効率的で

室の高い支援を行う上で、情報の共有は重要なフ

ァクタとなります。 

  

[被災自治体の受援力] 

 全国の自治体からの応援職員は、派遣期間が数

日間であったり、数週間であったり、保健師や廃

棄物処理の専門家であったりと、派遣元自治体の

事情により様々です。 

被災自治体にとって、応援職員の配置場所・業

務のコーディネートは、災害業務の現状とその先

を見通す必要がある、重要で困難な業務です。こ

こを自治体業務全般が見渡すことができる組織･

人材構成とすることが受援を円滑で効率的なもの

にするポイントです。 

 また、全国から応援があるといっても、人的資

源は有限です。被災自治体からのオーダーどおり

に派遣するのではなく、支援側が全体を見渡して

調整することも必要です。 

 

 
自治体支援の状況 

 

役場職員も被災している状況のなかで、被災市

町村の行政機能の回復には、被災県が大きな役割

を果たしていく必要があります。熊本県は、発災

直後から被害の大きかった町に職員を派遣して情

報を収集するとともに、被災町の支援にいち早く

駆けつけました。 

熊本県では震災以降、毎年のように水害で災害

救助法が適用されており、今回の豪雨災害でも被

災市町村の支援に注力されていることと思います。 

被災された方々が、一日も早く日常を取り戻す

ことができることを願ってやみません。 
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Ⅱ  寄   稿 

『わが家の菜園』 

神鋼不動産(株) 

常任顧問 川端 宏幸（当会副会長） 

 

 

 もう 30年以上前になりますが、神戸市内のマン

ションに親子 4 人で住んでいました。子供たちが

幼稚園に通う頃になり、自然環境の中でのんびり

育てたいと思っていたところ、加古川の叔父から

農地を譲ってもらうことになり、自宅を建て、引

っ越しました。その年に子供が一人増えました。 

 譲ってもらった土地は、結構広い畑地でしたの

で、その一部を菜園で残すことにしました。 

 野菜づくりのノウハウは、近くのおじさんたち

に教えていただいたり、苗を頂きながら、30年が

経ち、なんとか独り立ちすることができました。 

 生活の変化でいうと、どうしても農作業が土日

になりますので、週日から週末の天候が気になり、

よく外を眺めるようになりました。手前味噌です

が、その頃から少し社会を見る視野も広くなった

ような気がします。 

 また、夏になると、朝夕の水遣りが欠かせませ

んので、朝早く起きたり、仕事が終われば、早く帰

るようになり、ライフスタイルも変わりました。 

 おかげさまで、新鮮な野菜が食卓に上ることに

なりましたが、どうしても作りすぎてしまうので、

近所や職場の方にお持ちすることになります。 

 しかしながら、形が不ぞろいだったり、中には

青虫がいることもありますので、事情をご存知の

方にしか配れません。 

 

 
 

 

 

 肝心の子供たちといえば、ほとんど興味を示さ

ず、「ネギを取ってきて」といえば、玉ねぎの苗を

抜いてくる始末で、少し期待外れでした。 

 それでも、菜園をとおしで来る涼風は、気持ち

よく、絵にかいたような『晴耕雨読』のライフスタ

イルを過ごしています。 

 ここ 10年間の変化でいいますと、農作業は、ど

うしても腰に負担となり、慢性的な腰痛となりま

したので、耕運機を購入しました。 

 また、用水は近所の方から引かせて頂いていた

のですが、宅地化の進行に伴い、難しくなってき

ましなので、自家用の井戸を掘り、ポンプアップ

しています。 

 

 
 

 

 

 定年後は、時間の余裕ができ、今年こそはこの

品種をうまく育てようと意気込みますが、同じよ

うな失敗を繰り返すばかりで、なかなか上手にな

りません。 

 また、できるだけ無農薬を心掛けていますが、

トマトやスイカなど食べごろとなると、鳥やカナ

ブンにつつかれることになり、防虫ネットをかけ

るに大わらわです。 

 この 4 月 7 日にコロナ感染症対策として、緊急

事態宣言が発令され、弊社でも原則として在宅勤

務(テレワーク)となり、往復約 3 時間の余裕がで

きることとなりました。 

 その分、畑や庭の手入れに時間をさけることに

なりますが、夏になると、朝夕の涼しい時間帯に

作業をしないと熱中症になりますので、健康管理

も怠れません。 

 しかしながら、ポスト・コロナ時代を迎えるう

えで、都会から離れた多自然居住とともに、ガー

デンハウスや家庭菜園の活用が望まれますし、す

でにその動きもあるようです。 

 このようなライフスタイルに移行するには、

様々な条件や制約があるとは思いますが、そのよ

うな機会があれば、是非、チャレンジしていただ

いてはいかがでしょうか。 

手前から、キュウリ、ナス、右上はビワの木 

手前は、トウモロコシの苗、中央は、トマト 
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Ⅲ  施 設 紹 介 

『横尾忠則現代美術館』 

 

館長補佐兼学芸課長 山本 淳夫 氏 

 

 

《世界的アーティスト》 

1936（昭和 11）年、現在の兵庫県西脇市に生ま

れた横尾忠則は、84歳を迎えた現在もなお国際的

に活躍しているアーティストです。1960年代には

状況劇場や天井桟敷などのアングラ演劇のポスタ

ーで注目を集め、日本のデザイン界に新風を巻き

起こしました。1980 年代はじめには「画家宣言」

を行い、グラフィックデザイナーから画家へと転

向。2015 年には第 27 回高松宮殿下記念世界文化

賞の絵画部門を受賞するなど、画家としての評価

も揺るぎないものとなっています。 

 

 
 

《宙に浮くキューブ》 

横尾忠則現代美術館は、横尾さんから寄贈・寄

託された作品や資料を適切な環境で保管し、多く

の方にご鑑賞いただくため、かつて兵庫県立近代

美術館の西館として使われていた建物を改修し、

2012（平成 24）年に開館しました。 

隣接する原田の森ギャラリー（本館、別館、東館

の 3 棟）とともに、オリジナルの設計は村野藤吾

によるものです。なかでも原田の森ギャラリー本

館（1970年竣工）と横尾忠則現代美術館（1982年

竣工）は 1F がガラス張りで、特徴的な柱で 2F 以

上を支えることで、まるで立方体が空中に浮遊し

ているかのようなユニークなデザインとなってい

ます。 

かつて近代美術館時代には本館の前庭に池があ

りました。ガラス張りの 1F彫刻展示室との相乗効

果で、内部と外部とが一続きになったかのような、

より開かれた建築空間となっていました。現在池

は埋め立てられ、1Fのガラス面も内側から展示壁

で覆われていますので、残念ながらかつてのよう

な透明感はありません。そういう意味では、唯一

横尾忠則現代美術館だけが、「宙に浮くキューブ」

というコンセプトを今によく伝えているといえる

でしょう。とはいえ、原田の森ギャラリー本館エ

ントランスのスロープや間接光、別館（本館南側）

の螺旋階段の曲線美などには、村野建築ならでは

の魅力が詰まっていますので、横尾忠則現代美術

館に来られた際には、併せて原田の森ギャラリー

のディテールもチェックしていただければ幸いで

す。 

 

 
 

《多彩な活動》 

横尾忠則現代美術館は地上 4 階建の建物で、鉄

筋コンクリート造（南側 EVホール）と鉄骨造（北

側展示室など）という、それぞれ構造が異なる建

物をエキスパンション・ジョイントで連結してい

ます。古い建物をリノベーションした関係上、館

内に講義室やワークショップ室などを設けること

ができなかったため、あらゆる関連イベントを 1F

エントランスのロビーで開催しています。 

我々学芸員による解説会や大人も子どもも参加

できるワークショップ、横尾さん本人による公開

制作、横尾さんと交流のある様々なミュージシャ

ン（細野晴臣、あがた森魚、玉置浩二ほか錚々たる

方々）のライブなど、これまで多彩なイベントを

開催してきました。 

 

 
 

無料で入れる 1Fロビーには、ミュージアムショ

ップもあります。カラフルな横尾さんのオリジナ

ルグッズは大人気で、特にアパレル類は入荷した

端から売れてしまうものもあります。1960年代の

横尾さんのカリスマ的な人気を知らない世代でも、
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これらのグッズを目当てに来館する若いファンも

おられるようです。 

 

 
 

2F、3Fは展示室です。さほど広くないので常設

展示は設けず、すべての展示室をフル活用した企

画展を年に 3 回程度開催しています。横尾さんは

実に膨大かつ多彩な作品を制作しており、ひとり

のアーティストの作品を題材に、これだけバリエ

ーションに富んだ展覧会を企画するのは、他の作

家ではなかなか難しいでしょう。 

われわれ学芸員も、毎回異なった空間を体験し

ていただけるよう、ディスプレイにも工夫を凝ら

しています。例えば「兵庫県立横尾救急病院展」

（2020年 2月 1日〜8月 30日）では、なんと美術

館が病院に大変身しました。 

 

 
 

展覧会を見終わったら、ぜひ最上階の 4Fにもお

立ち寄りください。アーカイブルームでは、横尾

さんの手もとに長年蓄積された資料を整理・保存

しています。デザイナー時代の横尾さんは、演劇、

音楽、文学、映画など実に様々なジャンルの名作

ポスターを生み出しました。先述したアングラ演

劇のほか、小説家三島由紀夫や映画監督大島渚を

はじめ、様々なクリエイターとコラボレーション

しています。なのでこれらの資料を調査・研究す

ることは、横尾さんの芸術のみならず、日本の戦

後文化をより深く理解することにもつながります。    

事前予約制で我々学芸員立ち会いのもと、貴重

な資料を手にとって見ていただくことも可能です。 

 

 
 

アーカイブルームの隣には、通称「目玉廊下」が

あります。加古川線のラッピング電車「見る見る

早い」のデザインを流用したカラフルな空間で、

自撮りスポットとしても大人気です。 

アーカイブルームの北側には休憩・閲覧コーナ

ーがあり、本来なら当館の図録のほか、横尾さん

の関連書籍を自由にお読みいただくことができま

す。残念ながら、現在は新型コロナウイルス感染

症予防のため図書の閲覧を中止していますが、か

わりにぜひ素晴らしい眺望をお楽しみください。

六甲山系のパノラマ、緑豊かな王子動物園、神戸

文学館などが眼下に広がっています。 

 

 
 

美術鑑賞の後は、ぜひ併設の「ぱんだかふぇ」で

余韻をお楽しみください。特徴のひとつは、横尾

さんデザインの食器でランチやコーヒーが楽しめ

ることで、カレーを食べ進めると下からドクロ模

様（！）が現れたりします。 

1904年、もとは関西学院のチャペルとして建造

された、風情豊かな煉瓦造りの神戸文学館を、よ

り間近に眺めることもできますので、皆様の建築

ウォッチングがてらのお越しをお待ちしています。 
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Ⅳ  事 業 紹 介 

「ひょうご震災記念２１世紀研究機構」 

   研究戦略センター  

副センター長 松原 浩二 氏 

 

 

１  はじめに 

   

公益財団法人ひょうご震災記念２１世紀研究

機構（理事長：五百旗頭真）は、神戸市中央区か

ら灘区にかけての海岸沿いのまち「ＨＡＴ神戸

（Happy Active Town）」と呼ばれるエリアの中

心部に立地しています。 

 

   ＨＡＴ神戸は生田川から西郷川（にしごうが

わ）までの間の海沿い、約７５ヘクタールに及

ぶエリアで、約１万２千人の方が暮らしていま

す。もともと神戸製鋼、川崎製鉄という大企業

の工場がありましたが、工場の移転などにより

土地の利活用が課題となっていた頃に、阪神・

淡路大震災が発生しました。 

    その後、このエリアは復興まちづくりのモデ

ルケースとなりました。大きく分けて、安全・安

心に関する内外への発信拠点、いわゆる国際防

災人道支援拠点の機能を有するエリアと被災者

が入居する災害復興公営住宅等の住まいのエリ

アで構成されています。道路幅が広く見通しが

よいうえ電線も地中化されているので、とても

すっきりとしたまちなみが続いています。東端

にある西郷川河口公園では、早春になると河津

桜や菜の花が咲き誇り、一足早く春の訪れを告

げてくれます。 

   国際防災人道支援拠点という発想は、大震災

当時、被災地に対して、内外から多くのご支援 

をいただいたことに感謝し、これからはこの地

を世界に向けた安全・安心に関する調査研究や

発信等の拠点にしていこうとする思いから生ま

れたものです。 

 

   そこには、人と防災未来センターやこころの

ケアセンターをはじめ、国連の人道問題調整事

務所（ＯＣＨＡ）、国際防災機関（ＵＮＤＲＲ）、

アジア防災センター（ＡＤＲＣ）、国際防災復興

協力機構（ＩＲＰ）、国際協力機構（ＪＩＣＡ）

の関西センター、世界保健機関（ＷＨＯ）健康開

発総合センター、アジア太平洋地球変動研究ネ

ットワーク（ＡＰＮ）センター、国際エメックス

センター（ＥＭＥＣＳ）、地球環境 戦略研究機

関（ＩＧＥＳ）関西研究センター、さらには兵庫

県災害医療センターや神戸赤十字病院、兵庫地

方気象台、兵庫県立大学大学院など、あわせて

１９機関が立地しており、国際防災・人道支援

協議会（ＤＲＡ）を形成し、協働してシンポジウ

ムの開催や海外被災地の支援などを行っていま

す。 

  

 

（西館ライトアップ） 

 

２  機構の設立 

   

 ひょうご震災記念２１世紀研究機構は、兵庫県

のシンクタンクです。被災地のシンクタンクで

すので、阪神・淡路大震災の教訓から得た２１

世紀の成熟社会の基本課題である安全なまちづ

くりと共生社会の実現に軸足を置きながら、総

合的なシンクタンクとして調査研究や発信を行

い、２１世紀文明の創造に寄与することをめざ

しています。 

 この機構は、当初、（財）阪神・淡路大震災記

念協会として、平成９年１２月に設立されまし

た。 

   設立の経緯などについて、少しご説明します。

阪神・淡路大震災では、地元主体の復興が進め 
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られましたが、国においても、「阪神・淡路復興

委員会」が設置され、政府が進める復興特定事

業の一つとして、「阪神・淡路大震災記念プロジ

ェクト」が宣言されました。 

これを受けて、国、兵庫県、神戸市、民間で構

成する記念プロジェクトの内容についての検討

委員会が設置され、そこでの検討を経て阪神・

淡路大震災記念協会を設立することになりまし

た。 

 

  

（国際会議 風景）  

 

その設立趣意書の内容について、少し長いで

すがご紹介します。 

 「人類史上初めての高齢社会下の大都市地域直

下型地震による大災害であった阪神・淡路大震

災により、私たちは、生命の尊厳やともに生き

ることの重要性、また、近代都市の脆弱性など、

人類が営々と築き上げてきた２０世紀文明に対

する大きな反省と多くの教訓を得ました。今、

阪神・淡路地域では、これらの反省や教訓を基

に、単に被災地を元の姿に戻すだけでなく、高

齢化、国際化、成熟化、情報化などの２１世紀 

に向かう時代潮流を見極め、転換期にある日本

の社会、経済システムの抱える課題を克服する

ために創造的復興を目指して、様々な事業展開

や懸命の努力がなされています。 

特に、被災地の復興につながり、我が国の発

展に寄与するもの、あるいは次の世紀にふさわ

しい新しい文明の形成の契機となる事業などで

阪神・淡路大震災を永く人々の記憶にとどめ、

震災からの復興を記念する事業等を地元の責任

として展開していく必要があります。このため、

阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、人類の安全

と共生について、総合的な調査研究及び実践を

行うとともに、その成果の公開及び震災記念と

なる構想の具体化方策について調査研究を行う

ことにより、災害対策はもとより、大都市機能

の改善等、人と自然が共存する安全かつ適正な

国土の形成に資し、もって２１世紀文明の創造

に寄与することを目的とする財団法人阪神・淡

路大震災記念協会を設立しようとするもので

す。」 

   その後、平成１８年４月に、（財）２１世紀ヒ

ューマンケア研究機構と統合し、現在の組織と

なりました。４年後には公益財団法人に移行し

ています。 

 

３  機構の事業展開 

 

   機構は、研究戦略センター、人と防災未来セ

ンター、こころのケアセンターの３センター体

制で事業を推進しており、同じ建物内にある兵

庫県立大学の防災・復興に関する大学院などと

も連携し、外部の研究者等ともネットワークを

組みながら取り組み  を進めています。人と防

災未来センターとこころのケアセンターは、そ

れぞれ兵庫県が震災を教訓に設置した施設です

が、機構がその指定管理団体としてアンブレラ

のような組織を形成しています。 

  

 
    （心のケアセンター 音楽療法風景） 
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       Ⅴ お 知 ら せ 

 

◎行事案内 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、 

１１月に予定していました見学研修会を中止し、

奥田先生の講演に変更いたしました。今後の予定

は以下のとおりですのでご了知ください。 

 

１ 特別講演会 

日時：令和２年８月６日（木） 

    講演会 １６：００～１７：００ 

    交流会 １７：００～１８：３０ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題： 「ポストコロナ時代の兵庫の展望」 

講師：兵庫県副知事  金澤 和夫 氏 

 

２ 第４８６回月例会 

日時：９月１０日（木） 

   １２：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「関西モダニズム建築 

     近代神戸の小学校建築史」 

講師：京都華頂大学教授  川嶋 智生 氏 

  

３ 第４８７回月例会 

日時：１０月８日（木） 

   １２：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「日々の暮らしにクラシックを」 

講師：チェロ奏者、大阪音楽大学講師 

        植木 美帆 氏 

 

４ 研修交流会 

日時：令和２年１０月２２日(木) 

場所：城山ゴルフ倶楽部 

 

５ 第４８８回月例会 

日時：１１月１９日（木） 

   １２：００～１４：００ 

場所：西村屋和味旬彩 

演題：健康マイプラン 

「災害時の食はどうあるべきか」 

講師：甲南女子大学名誉教授 

        奥田 和子 氏 

 
なお、これら行事につきましては、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止に鑑みて、中止、延期等が想定されま

す。 変更等のお知らせは郵便、メール等でご案内しま

すのでご了知ください。 

 

 

    

 

◎ 兵庫県新型ウイルス追跡システムの登録 

 

新型コロナウイルス感染症の感染者が東京を中心

に拡大傾向にあり、不安な日々が続いております。 

先にお知らせいたしましたが、この度兵庫県では

本格的な営業再開が進む店舗・施設やイベント会場

における感染拡大防止を図るため、クラスター発生

時等に迅速に利用者への注意喚起情報を提供する

「兵庫県新型コロナ追跡システム」を構築しました。 

同システムへの登録,填補等利用者へのQRコード

読み込みの呼びかけなどにより、迅速で的確な対応

が図れると思われますので、ご活用ください。（以下

のアドレスからアクセスできます） 

 

 

新型コロナウイルス感染症に係る「兵庫県緊急用

トップページ」のリンクですので、ご活用ください。 

http://web.pref.hyogo.jp/index.html 

 

 

◎事務局だより 

 

〇 某新聞に「ちびまる子ちゃん」の第 1 回放送は

夏休みから始まったという記事を見ました。 

  今年の夏は、海水浴や遊園地など、色々なとこ

ろで楽しそうな子どもたちの声が聞こえる例年の

風景とは違ったものになりそうです。 

そもそも日本における「夏休み」は自営業、農

家等の子弟が家業の手伝いを行いやすくするため

とか、商家の藪入りの習慣から来ているといわれ

ていますし、奈良時代にも国の大学生、国学生は

「田仮」という制度により、稲刈りの多忙な時期

に１５日間休暇が与えられていたという記録があ

るそうです。 

いわば「夏休み」は、日本の伝統や風物詩の中

に生き続けてきたのではないでしょうか。 

早く普通の生活が、日本の夏が戻ってくること

に日々思いはせています。 

 

新型コロナウイルスの猛威は新しい段階に入っ

たようです。会員の皆さんにはご多忙中とは思い

ますが、ご自愛いただきますようお願いします。 

 

 

 

   
   

 

 
事務局 ： 吉本義幸、石井滝実子 

電 話 ： 078－996-2851 

F A X   ：  078－996-2852 

Email  ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

 

http://web.pref.hyogo.jp/index.html
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『兵庫県住宅再建共済制度』の詳細は次からご覧いただけます。 

兵庫県住宅再建共済基金ＨＰ → http://phoenix.jutakusaiken.jp/ 

 

広報コーナー：住宅再建共済制度 

http://phoenix.jutakusaiken.jp/

